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 日本語を第一言語として使用する話者における読み書き障がいを扱い，2009 年８月より 2016 年７月までに
公開された論文を対象とした。なお，学会によって行われている年次総会・大会発表論文集については，速報
性を重視した性質や紙面の関係上，十分な情報が得られない場合があると判断し，対象から除外した。 
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2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 合計
知能 ウェクスラー法（WPPSI／WISC-Ⅲ／WAIS-R） 0 6 6 5 6 5 2 1 31
レーブン色彩マトリックス検査（RCPM） 0 0 0 0 2 0 2 0 4
グッドイナフ人物画知能検査（DAM） 0 0 0 2 1 0 0 0 3
認知 K-ABC 0 2 2 3 2 0 2 1 12
言語 ひらがな・カタカナ・漢字レベルの読み書き 0 3 0 3 0 2 1 0 9
音韻課題・構音 0 2 1 3 1 0 2 0 9
文字・単語・文・文章に対する音読 0 1 3 1 1 3 1 0 10
絵画語彙発達検査（PVT)・語彙検査 0 2 0 2 2 1 1 0 8
標準読書力診断テスト・読書力テスト 0 2 0 1 0 1 0 1 5
標準抽象語理解力検査（SCTAW） 0 0 0 2 1 0 2 0 5
レイの聴覚言語学習テスト（AVLT) 0 0 0 1 1 0 2 0 4
ITPA言語学習能力診断検査（ITPA） 0 1 0 0 1 0 1 0 3
文・文章レベルの理解や算出 0 0 0 1 0 0 1 0 2
MIM-PM 0 0 1 0 0 1 0 0 2
TK式読み能力診断検査 0 0 1 0 0 0 0 0 1
視知覚 レイの複雑図形模写（RCFT/ROCFT) 0 1 0 2 2 1 2 0 8
フロスティッグ視知覚発達検査（DTVP） 0 1 1 3 1 0 0 0 6
ベンダーゲシュタルト検査（BGT) 0 1 0 1 0 0 0 0 2




（STRAW) 0 1 1 3 2 1 1 1 10
LD判断のための調査票（LDI-R) 0 0 1 0 1 1 0 0 3
森田－愛媛式読み書きスクリーニング検査 0 0 0 0 1 1 0 0 2
特異的発達障害の診断治療のための実施
ガイドラインによる臨床症状チェックリスト 0 1 0 0 1 0 0 0 2
簡易音韻・音読検査（ELC) 0 0 0 1 0 0 0 1 2
LD・ADHD児診断のためのスクリーニング・
テスト（PRS) 0 0 0 1 0 0 0 0 1
その他のリスト・スクリーニング 0 1 1 1 0 0 0 0 3
神経・運動 神経学的所見(脳波，事象関連電位など） 0 0 0 0 0 0 1 0 1
MRI・CT 0 0 0 0 0 0 1 0 1
発達 新版K式発達検査 0 0 0 1 0 0 0 0 1
その他 聞き取り（担任，保護者など） 0 1 0 0 0 1 1 0 3













クリーニング検査(Easy Literacy Check ;ELC)(加藤・安藤・原・縄手，2016)が出版されたことにより，利用
が進んでいくだろう。ELC は教育現場において負担なく子どもの読み書き困難の兆候を捉えるためのスクリー
ニング検査として開発されたもので，音韻操作の困難を検出することができる。口頭での実施も可能であるが，
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出
典
対
象
（年
齢
、
性
別
、
診
断
名
、
IQ
、
到
達
（＋
）／
未
到
達
（－
）等
主
な
指
導
対
象
指
導
期
間
・体
制
指
導
内
容
結
果
と
考
察
宇
野
他
（2
01
5）
1年
以
上
通
常
の
練
習
を
し
て
も
ひ
ら
が
な
、
も
し
くは
カ
タ
カ
ナ
が
十
分
に
習
得
で
き
な
か
っ
た
発
達
性
読
み
書
き
障
が
い
児
W
IS
C
-Ⅲ
平
均
（F
IQ
95
.6
、
VI
Q
97
.8
、
PI
Q
95
.3
）
・ひ
ら
が
な
訓
練
10
名
（男
児
７
:女
児
３
）
・カ
タ
カ
ナ
訓
練
26
名
（男
児
23
:女
児
３
）
（＋
）語
彙
、
聴
覚
性
言
語
記
憶
（－
）音
韻
認
識
、
視
覚
的
記
憶
、
自
動
化
能
力
ひ
ら
が
な
／
カ
タ
カ
ナ
単
音
・
読
み
書
き
①
ひ
ら
が
な
訓
練
：平
均
43
日
（S
D:
5.
3日
、
範
囲
35
－
50
日
）
②
カ
タ
カ
ナ
訓
練
：平
均
47
日
（S
D:
26
.3
日
、
範
囲
14
－
98
日
）
練
習
は
自
宅
で
保
護
者
の
監
督
の
下
で
1日
10
～
15
分
間
行
い
、
来
所
時
に
訓
練
方
法
が
正
し
く行
わ
れ
て
い
る
か
や
進
み
具
合
な
ど
を
確
認
。
電
話
で
の
連
絡
も
交
え
適
宜
ア
ド
バ
イ
ス
を
実
施
。
＜
バ
イ
パ
ス
法
＞
①
実
施
前
に
訓
練
内
容
に
つ
い
て
説
明
を
行
っ
た
後
、
本
人
に
練
習
の
意
思
を
口
頭
で
確
認
②
50
音
法
の
音
系
列
の
記
憶
（音
声
言
語
と
し
て
50
音
表
の
記
憶
）再
生
を
実
施
（「
あ
、
か
、
さ
、
た
、
な
、
は
、
ま
、
や
、
ら
、
わ
、
を
、
ん
」と
各
列
の
支
所
の
音
に
「を
」「
ん
」を
加
え
た
音
を
言
え
る
よ
う
に
し
た
後
、
「あ
、
あ
い
う
え
お
、
あ
か
、
か
き
くけ
こ
、
あ
か
さ
、
さ
し
す
せ
そ
…
、
あ
か
さ
た
な
は
ま
や
ら
わ
、
わ
を
ん
」と
各
列
の
最
初
の
音
を
あ
行
か
ら
言
っ
て
い
き
、
目
標
の
列
に
達
し
た
ら
、
あ
段
か
ら
お
段
へ
と
言
う
よ
う
に
指
導
。
２
つ
の
段
階
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て
３
日
連
続
し
て
正
し
く言
え
る
こ
と
を
条
件
と
し
、
可
能
に
な
っ
た
時
点
で
、
音
の
系
列
に
沿
っ
て
文
字
列
と
し
て
50
音
表
の
書
字
訓
練
を
実
施
③
「あ
」か
ら
７
，
８
割
書
け
る
箇
所
ま
で
を
練
習
し
、
そ
こ
ま
で
書
け
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
さ
ら
に
次
の
７
，
８
割
書
け
る
箇
所
ま
で
を
練
習
（量
を
調
整
し
な
が
ら
）→
50
音
表
が
す
べ
て
正
し
く書
け
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
、
書
字
の
自
動
化
を
図
る
た
め
、
小
３
ま
で
は
２
分
以
内
、
小
４
以
上
は
１
分
半
で
書
き
上
げ
る
こ
と
を
目
標
と
し
た
。
３
日
間
連
続
し
て
こ
の
目
標
が
達
成
さ
れ
た
時
点
で
か
な
訓
練
を
終
了
④
拗
音
の
音
読
や
書
字
に
問
題
の
あ
っ
た
児
童
に
つ
い
て
は
「き
ゃ
は
、
き
と
小
さ
い
や
」「
じ
ゅ
は
、
じ
と
小
さ
い
ゆ
」な
ど
の
よ
う
に
拗
音
の
音
の
分
解
練
習
を
口
頭
の
み
で
実
施
＜
正
確
性
＞
ひ
ら
が
な
や
カ
タ
カ
ナ
1文
字
の
読
み
書
き
が
十
分
に
で
き
な
か
っ
た
児
童
が
、
平
均
43
日
も
し
くは
47
日
間
と
い
う
短
期
間
に
仮
名
文
字
読
み
書
き
の
正
確
性
を
獲
得
し
、
か
つ
カ
タ
カ
ナ
に
つ
い
て
は
１
年
後
も
正
答
率
が
維
持
。
＜
流
暢
性
＞
50
音
表
の
書
字
練
習
を
制
限
時
間
を
設
け
て
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
を
図
っ
た
こ
と
で
、
音
か
ら
文
字
の
想
起
過
程
も
、
文
字
か
ら
音
を
想
起
す
る
過
程
も
半
ば
自
動
的
な
処
理
が
可
能
と
な
り
、
想
起
に
時
間
を
要
す
る
文
字
が
減
少
し
た
と
思
わ
れ
、
効
果
あ
り
の
可
能
性
。
※
音
韻
処
理
、
視
覚
記
憶
（－
）、
音
声
言
語
の
記
憶
（＋
）に
は
文
字
と
音
と
を
同
時
に
練
習
す
る
の
で
は
な
く、
は
じ
め
に
音
と
し
て
の
50
音
表
の
配
列
を
覚
え
、
次
に
文
字
配
列
と
の
結
び
つ
き
を
強
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
音
の
配
列
が
手
が
か
り
と
な
り
文
字
配
列
を
引
き
出
す
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
押
田
・川
崎
（2
01
3）
小
３
男
児
（発
達
性
読
み
書
き
障
が
い
害
／
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候
群
／
AD
HD
）
W
IS
C
-Ⅲ
（F
IQ
92
：V
IQ
89
≒
PI
Q
97
）
（＋
）語
彙
力
、
抽
象
語
理
解
、
視
覚
認
知
、
聴
覚
短
期
記
憶
、
聴
覚
的
言
語
記
憶
（－
）音
韻
処
理
、
視
覚
的
記
憶
の
保
持
と
再
生
、
自
動
化
能
力
※
乳
幼
児
の
発
達
に
特
記
事
項
な
し
カ
タ
カ
ナ
・
書
き
２
週
間
に
１
回
（6
0分
）
３
ヶ
月
＜
音
声
情
報
を
バ
イ
パ
ス
と
す
る
方
法
を
採
用
し
た
指
導
法
＞
①
カ
タ
カ
ナ
五
十
音
書
字
②
五
十
音
の
音
韻
系
列
音
声
情
報
に
よ
る
課
題
。
「あ
、
あ
い
う
え
お
。
あ
か
、
か
き
くけ
こ
。
あ
か
さ
、
さ
し
す
せ
そ
。
・・
・・
あ
か
さ
た
な
、
は
ま
や
ら
わ
、
わ
い
う
え
を
」と
い
う
読
み
方
で
１
日
２
回
（宿
題
）
③
五
十
音
再
生
「ア
、
ア
イ
ウ
エ
オ
。
ア
カ
、
カ
キ
ク
ケ
コ
、
ア
カ
サ
、
サ
シ
ス
セ
ソ
・・
・・
」を
５
回
行
っ
た
後
に
か
た
か
な
五
十
音
を
書
字
。
形
態
自
体
を
覚
え
て
い
な
い
「ヌ
」「
ヲ
」は
「ヌ
は
フ
に
横
棒
」「
ヌ
は
横
棒
書
い
て
メ
」と
い
う
フ
レ
ー
ズ
練
習
、
５
回
ず
つ
言
う
練
習
を
し
て
書
字
。
宿
題
と
し
て
「ヌ
」「
ヲ
」の
フ
レ
ー
ズ
練
習
、
五
十
音
書
字
プ
リ
ン
ト４
枚
④
～
⑤
特
殊
音
表
記
の
分
解
「ぎ
は
？
」→
「き
と
点
々
」と
答
え
る
。
３
秒
経
っ
て
も
答
え
な
い
場
合
は
、
「ぎ
は
、
き
と
点
々
」と
言
っ
て
復
唱
さ
せ
る
。
「ぴ
ゃ
は
？
」「
ひ
と
ま
る
と
や
」な
ど
。
指
導
者
が
言
っ
た
２
～
３
語
の
文
を
ひ
ら
が
な
、
か
た
か
な
、
漢
字
ま
じ
り
で
書
き
、
そ
れ
を
全
て
カ
タ
カ
ナ
に
直
し
て
書
か
せ
る
。
①
「マ
行
」「
ラ
行
」「
ネ
」「
ユ
」「
ヨ
」を
思
い
出
す
の
に
時
間
が
か
か
る
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
形
は
ほ
ぼ
正
確
に
書
字
②
結
果
の
記
述
な
し
③
所
要
時
間
が
初
回
時
よ
り
1分
23
秒
短
縮
。
宿
題
の
フ
レ
ー
ズ
練
習
、
五
十
音
書
字
プ
リ
ン
トの
家
で
の
書
字
時
間
は
4分
59
秒
、
1分
50
秒
、
2分
10
秒
、
1分
29
秒
と
改
善
④
「に
ゅ
・び
ゅ
・じ
ゅ
」以
外
は
正
し
く分
解
し
て
答
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
⑤
す
べ
て
正
し
く分
解
し
て
言
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
カ
タ
カ
ナ
書
字
の
際
は
、
1字
1字
思
い
出
し
な
が
ら
書
い
て
い
た
が
、
文
の
形
体
を
思
い
出
す
こ
と
は
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
書
字
に
対
す
る
抵
抗
感
が
見
ら
れ
な
くな
っ
た
※
聴
覚
機
能
（＋
）で
あ
れ
ば
、
フ
レ
ー
ズ
を
作
っ
て
聴
覚
情
報
か
ら
形
態
を
想
起
さ
せ
る
方
法
が
有
効
。
本
人
の
認
知
機
能
に
合
っ
た
学
習
方
法
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
自
信
を
つ
け
カ
タ
カ
ナ
書
字
へ
の
抵
抗
感
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
粟
屋
他
（2
01
2）
小
３
～
中
２
の
男
女
14
名
（９
：５
）（
発
達
性
読
み
書
き
障
が
い
）
W
IS
C
-Ⅲ
（V
IQ
、
PI
Q
の
い
ず
れ
か
が
90
以
上
）
（＋
）語
彙
、
音
声
言
語
能
力
、
聴
覚
的
言
語
記
憶
（－
）音
韻
認
識
、
視
覚
的
認
知
機
能
（±
；ケ
ー
ス
に
よ
る
）
漢
字
・書
き
全
例
連
続
５
日
実
施
。
１
日
当
た
り
の
練
習
時
間
は
10
～
15
分
＜
聴
覚
法
＞
漢
字
書
字
訓
練
を
聴
覚
法
（構
成
要
素
を
分
解
し
音
声
言
語
化
し
て
覚
え
る
方
法
）と
視
覚
法
（書
い
て
覚
え
る
方
法
）の
２
種
類
で
行
い
、
聴
覚
法
の
適
用
に
関
し
て
検
討
。
※
ひ
ら
が
な
、
カ
タ
カ
ナ
の
書
字
に
問
題
が
な
い
、
あ
る
い
は
訓
練
で
ひ
ら
が
な
、
カ
タ
カ
ナ
清
音
の
書
字
が
ほ
ぼ
10
0％
可
能
に
な
っ
た
時
点
で
、
漢
字
書
字
訓
練
を
実
施
全
例
で
音
声
言
語
の
記
憶
を
活
用
し
て
漢
字
書
字
を
学
習
す
る
聴
覚
法
に
お
い
て
、
従
来
の
学
習
方
法
に
よ
る
結
果
と
同
等
、
も
し
くは
そ
れ
以
上
の
効
果
が
あ
り
、
効
果
も
持
続
。
漢
字
の
中
に
そ
の
児
童
に
と
っ
て
既
知
の
形
を
見
つ
け
、
そ
れ
ら
を
音
声
言
語
化
し
て
い
く作
業
を
繰
り
返
す
こ
と
で
、
本
人
が
自
発
的
に
複
雑
な
漢
字
を
分
解
し
て
覚
え
る
手
段
を
獲
得
し
た
可
能
性
あ
り
。
時
間
が
か
か
る
た
め
、
実
用
性
と
い
う
観
点
か
ら
電
子
辞
書
や
パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
電
子
機
器
と
い
っ
た
代
償
的
手
段
を
用
い
た
指
導
も
行
っ
て
い
くべ
き
。
※
視
覚
的
情
報
処
理
能
力
（－
）、
か
つ
、
言
語
発
達
お
よ
び
聴
覚
的
言
語
記
憶
（＋
）の
場
合
は
、
聴
覚
法
に
よ
る
漢
字
学
習
の
適
用
が
あ
る
こ
と
が
示
唆
中
村
他
（2
01
5）
中
１
男
子
（発
達
性
読
み
書
き
障
が
い
）
W
IS
C
-Ⅲ
（F
IQ
86
：V
IQ
81
＜
PI
Q
94
）
（＋
）音
声
言
語
の
記
憶
力
、
図
形
記
憶
（－
）音
読
、
音
韻
操
作
、
抽
象
語
理
解
力
漢
字
・書
き
週
１
回
（6
0分
）×
34
回
１
年
間
＜
意
味
付
加
聴
覚
法
＞
①
視
覚
法
（書
い
て
覚
え
る
方
法
；4
1文
字
）
②
聴
覚
法
（漢
字
の
成
り
立
ち
ま
た
は
構
成
要
素
を
分
解
し
て
音
声
言
語
化
し
て
覚
え
る
方
法
（春
原
他
（2
00
5）
；2
8文
字
）
③
意
味
付
加
聴
覚
法
（構
成
要
素
と
漢
字
の
意
味
の
両
面
か
ら
指
導
。
「育
」の
聴
覚
法
と
し
て
”な
べ
ぶ
た
+（
カ
タ
カ
ナ
の
）
ム
+月
”で
書
き
方
を
覚
え
、
「　
　
」（
子
ど
も
が
逆
さ
ま
に
な
っ
た
形
）+
「月
」（
に
くづ
き
）＝
育
つ
（赤
ち
ゃ
ん
は
頭
か
ら
生
ま
れ
、
肉
を
食
べ
て
育
つ
）で
構
成
要
素
の
成
り
立
ち
を
視
覚
的
に
示
し
、
意
味
の
理
解
を
促
す
；4
0文
字
）
①
～
③
の
順
に
９
週
間
ず
つ
の
指
導
を
実
施
。
同
時
に
指
導
漢
字
の
熟
語
（教
育
、
体
育
な
ど
）に
つ
い
て
も
２
～
３
個
書
か
せ
る
。
１
週
間
後
の
定
着
率
は
指
導
法
に
よ
ら
ず
ほ
ぼ
90
％
前
後
の
正
答
率
。
視
覚
法
お
よ
び
聴
覚
法
で
は
１
ヶ
月
、
３
ヶ
月
後
で
徐
々
に
指
導
効
果
が
低
下
。
意
味
付
加
法
は
１
週
間
後
（9
3％
）、
１
ヶ
月
後
（9
3％
）、
３
ヶ
月
後
（9
0％
）の
書
字
率
で
指
導
効
果
が
保
持
。
１
～
３
年
生
の
習
得
漢
字
44
0文
字
（指
導
漢
字
も
含
む
）に
お
い
て
、
指
導
前
後
で
書
字
可
能
漢
字
が
27
％
（1
20
文
字
）か
ら
60
％
（2
66
文
字
）に
上
昇
。
※
意
味
付
加
情
報
付
加
の
聴
覚
法
は
漢
字
書
字
に
関
し
て
よ
り
効
果
が
保
持
。
特
に
、
会
意
文
字
「人
が
木
の
こ
か
げ
で
休
む
」「
山
に
あ
る
大
き
な
石
は
岩
」な
ど
、
形
声
文
字
「門
の
す
き
ま
に
耳
を
つ
け
て
聞
く」
「青
空
に
日
が
出
て
晴
れ
る
」な
ど
が
意
味
付
加
で
の
聴
覚
法
に
有
効
中
山
他
（2
01
0）
小
５
男
児
（発
達
性
読
み
書
き
障
害
）
W
IS
C
-Ⅲ
（F
IQ
10
0：
VI
Q
94
＜
PI
Q
10
7)
（＋
）漢
字
の
視
覚
的
認
知
、
類
似
し
た
文
字
形
弁
別
（－
）視
覚
的
短
期
記
憶
漢
字
・書
き
週
１
回
(4
0分
）の
言
語
訓
練
の
う
ち
PC
訓
練
を
20
分
約
１
年
間
＜
書
き
の
代
替
手
段
と
し
て
の
AT
導
入
＞
Ⅰ
期
：キ
ー
と
指
の
対
応
関
係
を
覚
え
る
。
キ
ー
配
列
暗
記
の
た
め
50
音
順
に
キ
ー
操
作
を
行
う
訓
練
（３
ヶ
月
）
Ⅱ
期
：ゲ
ー
ム
型
練
習
ソ
フ
トを
用
い
た
単
語
入
力
訓
練
（ロ
ー
マ
字
表
記
が
類
似
し
て
い
る
も
の
や
濁
点
に
つ
い
て
は
、
表
に
ロ
ー
マ
字
表
記
、
裏
に
日
本
語
表
記
し
た
ロ
ー
マ
字
か
る
た
を
作
成
し
練
習
（５
ヶ
月
）
Ⅲ
期
：音
声
や
絵
カ
ー
ド
の
指
示
に
従
い
タ
イ
ピ
ン
グ
し
漢
字
変
換
す
る
訓
練
（５
ヶ
月
）。
家
庭
課
題
と
し
て
パ
ソ
コ
ン
を
使
用
し
た
短
文
に
よ
る
日
記
作
成
。
家
庭
課
題
と
し
て
パ
ソ
コ
ン
を
使
用
し
た
短
文
に
よ
る
日
記
作
成
PC
を
利
用
し
た
言
語
訓
練
に
よ
り
操
作
方
法
を
覚
え
、
「書
く」
行
為
で
あ
れ
ば
日
記
も
作
成
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
AT
導
入
よ
り
漢
字
に
対
す
る
抵
抗
感
が
軽
減
さ
れ
、
自
発
的
に
板
書
を
取
り
漢
字
の
宿
題
も
行
う
な
ど
、
心
理
的
な
変
化
あ
り
。
学
校
で
の
ノ
ー
ト代
わ
り
と
し
て
の
AT
導
入
に
は
至
っ
て
い
な
い
た
め
、
学
校
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
本
児
の
支
援
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く必
要
あ
り
。
宇
津
野
他
（2
01
6）
A：
小
３
男
児
（診
断
名
な
し
、
書
字
に
お
け
る
困
難
あ
り
）
B：
小
４
男
児
（診
断
名
な
し
、
書
字
に
お
け
る
困
難
あ
り
）
※
IQ
の
記
述
な
し
。
ST
RA
W
で
判
定
漢
字
・書
き
20
分
×
9回
７
ヶ
月
＜
タ
ブ
レ
ッ
ト端
末
に
よ
る
ア
プ
リ
の
使
用
＞
①
ひ
ら
が
な
の
文
章
の
中
か
ら
漢
字
に
直
せ
る
言
葉
を
選
ぶ
②
ひ
ら
が
な
か
ら
漢
字
に
直
す
と
き
に
、
タ
ブ
レ
ッ
ト端
末
の
漢
字
変
換
ア
プ
リ
を
用
い
て
漢
字
を
調
べ
、
予
測
変
換
で
表
示
さ
れ
た
漢
字
の
中
か
ら
正
し
い
漢
字
を
選
ぶ
③
選
ん
だ
漢
字
を
正
し
く書
き
写
す
ア
プ
リ
を
使
っ
て
漢
字
を
調
べ
て
書
くと
い
う
ス
キ
ル
を
習
得
し
た
こ
と
で
、
漢
字
が
書
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
た
だ
し
、
調
べ
ず
に
自
分
で
書
い
た
漢
字
の
数
は
AB
共
に
支
援
前
後
で
変
わ
っ
て
お
ら
ず
、
覚
え
た
漢
字
が
増
え
た
わ
け
で
は
な
い
。
※
ひ
ら
が
な
文
章
の
中
か
ら
漢
字
に
直
す
言
葉
を
選
択
す
る
際
に
は
十
分
な
語
彙
力
が
必
要
※
画
数
の
多
い
漢
字
は
自
分
で
画
面
を
タ
ッ
プ
し
拡
大
さ
せ
る
な
ど
、
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
な
ら
で
は
の
機
能
を
活
用
※
他
の
ア
プ
リ
に
興
味
が
向
い
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
、
使
用
に
あ
た
っ
て
の
ル
ー
ル
を
決
め
る
必
要
あ
り
付
録
2 
読
み
書
き
指
導
の
概
要
88
佐
藤
・熊
谷
（2
01
6）
中
１
男
子
（読
み
書
き
の
学
習
障
が
い
、
吃
音
）
W
IS
C
-Ⅳ
（F
SI
Q
10
8：
VC
I1
07
、
PR
I1
15
、
W
M
I9
1、
PS
I1
07
）
（＋
）視
覚
情
報
推
理
、
視
覚
情
報
処
理
（－
）認
知
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
英
単
語
・
読
み
書
き
週
１
回
（6
0分
）×
20
回
７
ヶ
月
＜
多
感
覚
学
習
法
；バ
イ
パ
ス
法
＞
第
Ⅰ
期
（１
～
11
回
）：
単
文
字
の
指
導
（ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
トの
音
と
文
字
の
一
致
）
第
Ⅱ
期
（1
2～
20
回
）：
文
字
列
や
文
字
の
か
た
ま
り
の
指
導
（副
教
材
を
使
用
し
な
が
ら
２
文
字
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
トの
音
を
推
測
で
き
る
こ
と
を
目
的
）
カ
ー
ド
に
書
か
れ
た
フ
ォ
ニ
ッ
ク
ス
を
読
む
→
読
め
な
い
場
合
は
絵
を
示
し
フ
ォ
ニ
ッ
ク
ス
の
読
み
方
を
推
測
さ
せ
る
→
単
語
の
絵
を
見
て
ど
の
フ
ォ
ニ
ッ
ク
ス
が
使
用
さ
れ
て
い
る
か
選
択
肢
の
中
か
ら
選
ぶ
→
ば
ら
ば
ら
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
トを
組
み
合
わ
せ
て
単
語
を
作
成
さ
せ
、
ノ
ー
トに
単
語
を
書
く→
副
教
材
の
問
題
を
解
き
復
習
。
＜
読
み
テ
ス
ト＞
す
べ
て
の
回
で
ポ
ス
トで
上
昇
、
正
答
率
平
均
プ
レ
（6
3.
6％
）＜
ポ
ス
ト（
84
.8
％
）。
＜
書
き
テ
ス
ト＞
読
み
の
テ
ス
トと
同
じ
単
語
を
使
用
。
指
導
後
の
み
に
実
施
し
、
実
施
開
始
は
第
６
回
。
15
、
16
回
を
除
く1
3回
分
の
結
果
。
正
答
率
は
80
％
以
上
上
昇
。
※
有
意
差
検
討
な
し
（パ
ー
セ
ン
テ
ー
ジ
の
み
）
※
絵
カ
ー
ド
の
提
示
は
対
象
生
徒
の
理
解
向
上
に
つ
な
が
り
、
読
み
の
テ
ス
トに
も
効
果
あ
り
。
多
感
覚
学
習
法
は
、
文
字
（視
覚
）、
絵
（意
味
）、
お
よ
び
負
担
の
か
か
ら
な
い
書
き
（運
動
）か
ら
聴
覚
的
な
音
韻
に
対
応
さ
せ
る
こ
と
で
、
対
象
生
徒
の
よ
う
に
聴
覚
的
な
短
期
記
憶
の
能
力
が
弱
い
子
ど
も
に
お
い
て
も
理
解
が
向
上
す
る
。
４
つ
の
側
面
の
う
ち
ど
こ
の
側
面
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
くの
が
有
効
か
検
討
す
る
必
要
あ
り
奥
村
・室
橋
（2
01
3）
A：
小
６
男
児
W
IS
C
-Ⅲ
（F
IQ
88
：V
IQ
86
、
PI
Q
92
）
（－
）聴
覚
短
期
記
憶
B：
中
２
男
子
W
IS
C
-Ⅲ
（F
IQ
99
：V
IQ
10
3、
PI
Q
96
）
（－
）ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト不
完
全
、
英
単
語
の
読
み
、
ス
ペ
リ
ン
グ
※
小
学
生
の
頃
か
ら
、
読
み
よ
り
も
書
字
に
強
い
困
難
あ
り
英
単
語
・
読
み
書
き
週
１
回
（9
0分
）
＜
フ
ォ
ニ
ッ
ク
ス
＞
①
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
トと
音
素
の
対
応
関
係
：ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
トと
単
語
カ
ー
ド
を
見
な
が
ら
、
「ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
トの
名
前
、
音
素
、
そ
の
音
素
で
始
ま
る
単
語
」の
順
に
発
音
す
る
練
習
②
読
み
：①
の
対
応
関
係
を
用
い
１
文
字
ず
つ
音
素
に
変
換
→
変
換
で
き
た
ら
音
素
を
つ
な
げ
て
発
音
し
、
何
と
い
う
単
語
を
読
ん
だ
の
か
を
確
認
→
意
味
を
知
ら
な
い
単
語
や
無
意
味
綴
り
（例
：m
eg
,fe
n,
da
c）
を
提
示
し
、
文
字
と
音
素
の
対
応
関
係
を
初
め
て
読
む
文
字
列
に
も
適
応
す
る
練
習
③
ス
ペ
リ
ン
グ
：単
語
に
含
ま
れ
る
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
トの
カ
ー
ド
を
ラ
ン
ダ
ム
順
に
並
べ
て
渡
し
、
口
頭
提
示
さ
れ
た
単
語
の
綴
り
に
な
る
よ
う
並
べ
替
え
→
並
べ
替
え
に
慣
れ
て
き
た
ら
、
書
取
り
も
実
施
＜
ラ
イ
ム
を
単
位
と
し
た
読
み
書
き
指
導
＞
フ
ォ
ニ
ッ
ク
ス
法
に
よ
る
英
単
語
の
読
み
書
き
指
導
に
は
限
界
あ
り
。
単
語
の
よ
り
効
率
的
な
音
声
化
及
び
多
様
な
母
音
と
単
語
の
読
み
書
き
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
フ
ォ
ニ
ッ
ク
ス
が
定
着
し
て
い
る
両
生
徒
に
対
し
て
ラ
イ
ム
の
パ
タ
ー
ン
に
基
づ
く英
単
語
の
読
み
書
き
指
導
を
実
施
。
※
ラ
イ
ム
：単
音
節
語
の
母
音
と
語
尾
子
音
を
合
わ
せ
た
単
位
フ
ォ
ニ
ッ
ク
ス
指
導
後
に
、
ラ
イ
ム
を
単
位
と
し
た
指
導
の
ス
ペ
リ
ン
グ
は
有
効
。
フ
ォ
ニ
ッ
ク
ス
に
よ
る
指
導
の
結
果
、
両
生
徒
と
も
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
トと
音
素
の
対
応
関
係
に
基
づ
い
て
単
語
を
読
み
書
き
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ラ
イ
ム
を
用
い
た
指
導
で
は
、
母
音
の
読
み
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョン
を
拡
大
す
る
こ
と
が
で
き
、
複
数
の
文
字
を
ま
と
め
て
音
声
化
す
る
こ
と
に
よ
る
読
み
の
流
暢
性
の
向
上
も
限
定
的
で
は
あ
っ
た
が
見
ら
れ
た
。
フ
ォ
ニ
ッ
ク
ス
で
学
習
し
た
子
音
と
読
み
と
ラ
イ
ム
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
多
様
な
語
の
読
み
書
き
が
可
能
と
な
っ
た
。
指
導
手
順
が
読
み
書
き
困
難
の
あ
る
生
徒
全
般
に
有
効
で
あ
る
か
否
か
は
検
討
の
必
要
あ
り
。
※
有
意
差
検
討
な
し
（パ
ー
セ
ン
テ
ー
ジ
と
標
準
偏
差
の
み
）
後
藤
（2
01
2）
小
３
男
児
（学
習
障
が
い
）
W
IS
C
-Ⅲ
（F
IQ
79
：V
IQ
79
、
PI
Q
83
）
（＋
）注
意
集
中
・コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョン
（－
）音
韻
意
識
（音
節
分
解
・抽
出
）だ
が
、
語
頭
音
の
抽
出
可
※
ひ
ら
が
な
文
字
読
み
：2
1文
字
の
み
※
ひ
ら
が
な
文
字
書
き
：名
前
に
入
っ
て
い
る
文
字
７
文
字
の
み
※
拾
い
読
み
：文
は
全
く読
め
な
い
ひ
ら
が
な
単
音
（単
語
）・
読
み
週
１
回
（6
0分
）×
７
回
＜
仮
名
文
字
導
入
プ
ロ
グ
ラ
ム
（天
野
，
20
06
）＞
「あ
」を
見
せ
て
/ア
/と
読
む
と
教
え
る
の
で
は
な
く、
/ア
/を
語
頭
音
に
含
む
語
（例
え
ば
あ
ひ
る
）の
絵
を
提
示
し
、
子
ど
も
自
身
が
語
頭
音
/ア
/を
取
り
出
し
、
そ
れ
を
表
す
文
字
が
「あ
」で
あ
る
こ
と
を
自
分
で
見
つ
け
出
す
方
法
。
ア
行
、
カ
行
、
サ
行
、
マ
行
と
「ん
」の
21
文
字
を
導
入
し
、
そ
の
文
字
の
範
囲
内
で
単
語
の
読
む
練
習
や
こ
と
ば
を
構
成
さ
せ
る
指
導
を
実
施
。
71
文
字
全
て
の
ひ
ら
が
な
が
読
め
る
よ
う
に
な
り
、
文
字
を
読
む
だ
け
で
は
な
く、
読
ん
で
意
味
を
理
解
す
る
こ
と
も
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
既
知
の
単
語
で
あ
れ
ば
、
拾
い
読
み
で
は
な
く単
語
読
み
で
ま
と
め
て
読
め
る
も
の
も
あ
っ
た
。
特
殊
音
節
や
助
詞
の
「は
」「
へ
」は
読
む
ま
で
に
は
進
ま
な
か
っ
た
。
短
い
文
（「
と
し
は
い
くつ
で
す
か
」な
ど
）の
拾
い
読
み
は
で
き
る
が
、
内
容
の
理
解
は
で
き
な
い
。
※
語
頭
音
の
抽
出
が
で
き
れ
ば
導
入
可
能
※
学
習
障
が
い
が
疑
わ
れ
る
子
ど
も
は
、
就
学
前
に
ひ
ら
が
な
文
字
の
基
礎
的
な
読
み
書
き
を
習
得
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
平
島
（2
01
3）
６
歳
男
児
（読
み
書
き
障
害
）
W
IS
C
-Ⅲ
（F
IQ
93
：V
IQ
10
0、
PI
Q
87
）
（＋
）言
語
指
示
理
解
、
語
彙
力
、
文
字
の
形
の
弁
別
、
視
写
（－
）音
韻
意
識
※
読
め
る
文
字
は
自
分
の
名
前
に
関
係
す
る
２
文
字
「い
・か
」の
み ※
３
歳
児
健
診
で
こ
と
ば
の
遅
れ
指
摘
あ
り
ひ
ら
が
な
・読
み
週
１
回
(6
0分
)×
12
回
＜
キ
ー
ワ
ー
ド
法
＞
未
習
得
の
ひ
ら
が
な
を
文
字
の
形
に
よ
っ
て
３
種
類
に
分
類
し
、
指
導
群
・非
指
導
群
の
２
群
に
分
け
た
。
指
導
群
の
ひ
ら
が
な
に
対
し
て
、
①
文
字
か
ら
連
想
で
き
る
絵
を
相
談
、
②
「絵
＋
文
字
」カ
ー
ド
の
作
成
、
③
カ
ー
ド
を
見
な
が
ら
平
仮
名
文
字
を
読
む
、
④
裏
面
の
文
字
の
み
を
読
む
、
⑤
③
と
④
を
繰
り
返
す
指
導
を
実
施
1回
の
指
導
で
平
仮
名
清
音
２
～
３
文
字
の
指
導
を
行
い
、
画
数
が
少
な
く形
が
単
純
な
文
字
か
ら
50
音
順
で
実
施
。
指
導
し
た
仮
名
文
字
は
次
指
導
時
に
必
ず
読
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
指
導
群
の
か
な
文
字
は
10
回
ま
で
の
指
導
で
31
文
字
読
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
非
指
導
群
は
10
回
目
も
読
め
ず
。
12
回
目
で
清
音
文
字
が
全
て
読
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
※
キ
ー
ワ
ー
ド
を
選
定
す
る
語
彙
力
が
必
要
※
指
導
順
は
形
の
簡
単
な
画
数
の
少
な
い
文
字
か
ら
指
導
す
る
と
よ
い
柳
田
・松
本
（2
01
3）
小
２
男
児
（学
習
障
が
い
の
可
能
性
あ
り
）
W
IS
C
-Ⅲ
（F
IQ
81
：V
IQ
75
＜
PI
Q
92
）
（＋
）視
覚
処
理
、
問
題
を
音
読
し
て
も
ら
え
ば
内
容
理
解
可
（－
）音
韻
意
識
、
図
形
模
写
、
注
意
集
中
、
運
動
機
能
（協
調
運
動
）
ひ
ら
が
な
文
字
・単
語
・読
み
週
１
回
（4
0分
）×
26
回
取
り
出
し
に
よ
る
個
別
指
導
（９
ヶ
月
）
＜
バ
イ
パ
ス
法
、
音
韻
課
題
、
M
IM
；特
殊
音
節
の
読
み
習
得
（指
導
期
Ⅰ
）＞
①
ひ
ら
が
な
の
50
音
表
に
お
け
る
音
系
列
の
記
憶
指
導
（春
原
・宇
野
・金
子
（2
00
4）
：列
「あ
、
か
、
さ
、
た
、
…
を
、
ん
」の
最
初
の
音
を
暗
唱
→
「あ
、
あ
い
う
え
お
」「
あ
か
、
か
き
くけ
こ
」「
あ
か
さ
、
さ
し
す
せ
そ
」…
と
続
け
て
言
わ
せ
る
）
②
単
語
モ
ー
ラ
数
の
拍
を
と
る
課
題
：提
示
さ
れ
た
単
語
の
モ
ー
ラ
数
だ
け
手
を
た
た
く＋
語
頭
音
、
語
尾
音
の
確
認
（「
『た
ぬ
き
』の
『ぬ
』を
抜
くと
な
ん
て
言
う
？
」な
ど
）
③
多
層
指
導
モ
デ
ル
M
IM
（海
津
、
20
08
）を
使
っ
た
指
導
：特
殊
音
節
を
視
覚
化
や
動
作
化
、
『言
葉
絵
カ
ー
ド
』に
よ
る
視
覚
的
語
彙
（ぱ
っ
と
見
た
だ
け
で
、
読
み
方
、
意
味
が
分
か
る
語
）の
獲
得
、
『３
つ
の
こ
と
ば
さ
が
し
』に
よ
る
語
の
ま
と
ま
り
を
認
識
を
練
習
＜
読
み
の
流
暢
性
向
上
（指
導
期
Ⅱ
）＞
指
導
期
Ⅰ
の
②
、
③
を
実
施
特
殊
音
節
の
読
み
習
得
（指
導
期
Ⅰ
）
14
回
目
で
完
全
に
習
得
。
か
な
名
文
字
の
習
得
は
全
般
に
未
熟
で
正
し
く自
動
化
で
き
て
い
な
い
。
カ
タ
カ
ナ
は
読
み
方
が
長
音
の
場
合
の
誤
り
が
ほ
と
ん
ど
（「
パ
トカ
ー
」→
「パ
トー
カ
」を
選
択
）、
促
音
の
小
さ
い
「っ
」の
位
置
が
正
確
に
理
解
で
き
て
い
な
い
（「
し
っ
ぱ
い
」→
「し
ぱ
っ
い
」を
選
択
）→
カ
タ
カ
ナ
は
間
違
っ
た
こ
と
に
気
づ
き
、
自
己
修
正
で
き
る
段
階
ま
で
習
得
度
が
高
ま
っ
て
い
な
い
。
読
み
の
流
暢
性
向
上
（指
導
期
Ⅱ
）
成
績
の
上
昇
認
め
ら
れ
た
が
、
標
準
的
な
成
績
に
は
届
か
な
か
っ
た
。
※
流
暢
性
の
向
上
に
は
課
題
あ
り
※
協
調
運
動
が
苦
手
な
場
合
M
IM
の
効
果
は
限
定
的
小
枝
他
（2
01
1）
２
年
生
男
児
（デ
ィ
ス
レ
ク
シ
ア
）
W
IS
C
-Ⅲ
（F
IQ
99
：V
IQ
85
、
PI
Q
11
4）
（＋
）流
暢
な
会
話
、
質
問
に
対
す
る
応
答
、
注
意
集
中
（－
）音
韻
意
識
ひ
ら
が
な
単
音
・単
語
読
み
週
１
回
（6
0分
）
①
読
解
指
導
（５
ヶ
月
）
②
語
彙
指
導
（３
ヶ
月
）
＜
鳥
取
大
方
式
＞
①
読
解
指
導
：表
記
さ
れ
た
平
仮
名
を
見
て
対
応
す
る
読
み
が
ス
ム
ー
ズ
に
表
出
さ
れ
る
よ
う
に
指
導
②
語
彙
指
導
：単
語
を
ひ
と
ま
と
ま
り
と
し
て
認
識
し
音
読
す
る
単
語
形
態
認
識
を
高
め
る
。
学
習
し
た
単
語
を
用
い
た
例
文
作
り
を
取
り
入
れ
、
語
彙
の
活
用
の
定
着
を
促
す
読
解
指
導
開
始
後
３
ヶ
月
で
読
め
な
い
単
音
は
な
くな
っ
た
が
、
拗
音
や
拗
長
音
に
浮
動
的
な
誤
り
あ
り
。
①
読
解
指
導
：単
音
連
続
読
み
検
査
と
単
語
音
読
検
査
と
も
に
誤
読
数
が
減
少
、
偏
差
値
も
改
善
。
音
読
時
間
は
明
ら
か
な
改
善
な
し
②
語
彙
指
導
：音
読
時
間
の
実
測
値
と
偏
差
値
と
も
に
改
善
。
誤
読
数
に
大
き
な
変
化
な
し
内
山
他
（2
01
3）
１
年
生
36
7名
（大
学
附
属
／
公
立
小
学
校
）を
対
象
に
直
音
音
読
検
査
を
実
施
。
指
導
群
：1
2月
の
時
点
で
直
音
未
修
得
数
が
２
文
字
以
上
、
も
し
く
は
音
読
時
間
で
1.
5S
D以
上
の
児
童
15
名
対
照
群
：読
解
指
導
を
行
わ
な
い
公
立
小
学
校
１
年
生
で
、
基
準
を
満
た
す
児
童
の
う
ち
、
音
読
時
間
の
平
均
と
標
準
偏
差
が
指
導
群
と
同
程
度
で
あ
る
20
名
ひ
ら
が
な
単
音
・単
語
・読
み
①
読
解
指
導
：小
１
（１
月
～
２
月
の
３
週
間
）
②
小
２
（５
月
～
６
月
の
３
週
間
）
＜
鳥
取
大
方
式
＞
①
平
仮
名
の
文
字
や
単
語
の
読
解
の
自
動
化
を
促
進
す
る
目
的
で
作
成
さ
れ
た
課
題
を
、
家
庭
で
PC
を
利
用
し
毎
日
５
分
間
練
習
②
読
解
指
導
：D
VD
提
供
の
希
望
が
あ
っ
た
対
照
群
の
児
童
10
名
を
対
象
に
課
題
を
コ
ピ
ー
し
た
DV
Dを
１
日
５
分
の
練
習
を
自
宅
で
実
施
①
期
間
と
指
導
の
交
互
作
用
に
よ
り
、
自
然
経
過
の
中
で
音
読
時
間
が
改
善
す
る
以
上
に
指
導
に
よ
る
効
果
と
し
て
音
読
時
間
が
短
縮
し
て
い
る
こ
と
が
示
唆
②
誤
読
数
の
減
少
に
効
果
が
あ
る
こ
と
が
示
唆
89
上
村
他
（2
01
4）
男
児
3名
（発
達
性
読
み
書
き
障
害
）
全
症
例
共
に
FI
Q
85
以
上
（V
IQ
≒
PI
Q
）
（－
）音
韻
意
識
A（
小
６
）：
AD
HD
(不
注
意
優
勢
型
）併
存
B（
小
２
）：
AD
HD
(不
注
意
優
勢
型
）併
存
C
（小
５
）：
併
存
症
な
し
※
A、
Bと
も
に
メ
チ
ル
フ
ェ
ニ
デ
ー
トに
よ
る
薬
物
療
法
で
注
意
の
持
続
は
改
善
ひ
ら
が
な
単
音
読
み
１
～
２
週
間
に
１
回
（4
0～
60
分
）
６
ヶ
月
鳥
取
大
学
方
式
に
よ
る
解
読
の
指
導
を
行
い
、
指
導
毎
に
単
音
読
み
の
音
読
時
間
お
よ
び
誤
読
数
を
計
測
。
誤
読
が
多
い
文
字
は
、
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
る
単
語
を
書
い
た
カ
ー
ド
を
提
供
し
、
家
庭
で
音
読
練
習
を
行
う
よ
う
に
指
導
。
指
導
終
了
後
、
４
つ
の
音
読
検
査
を
用
い
再
評
価
を
行
い
、
診
断
時
の
結
果
と
音
読
時
間
や
誤
読
数
の
比
較
を
実
施
。
改
善
目
安
は
清
音
46
個
、
濁
音
・半
濁
音
25
個
、
拗
音
33
個
の
音
読
時
間
と
誤
読
数
の
改
善
あ
り
。
＜
鳥
取
大
方
式
＞
①
音
読
時
間
短
縮
の
見
ら
れ
た
検
査
が
多
か
っ
た
が
、
平
均
値
よ
り
も
２
SD
未
満
の
値
に
至
る
ま
で
の
改
善
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
読
解
指
導
に
よ
り
文
字
と
読
み
の
対
応
が
強
化
さ
れ
て
も
読
解
の
困
難
は
残
存
②
誤
読
数
清
音
・濁
音
・半
濁
音
の
減
少
効
果
確
認
。
拗
音
に
つ
い
て
は
顕
著
な
改
善
な
し
。
拗
音
は
２
文
字
１
音
対
応
と
な
る
た
め
、
文
字
と
読
み
と
の
対
応
が
定
着
し
に
くく
、
誤
読
の
改
善
に
は
至
ら
な
か
っ
た
の
で
は
と
推
察
浦
他
（2
01
0）
読
み
書
き
の
問
題
の
た
め
医
療
機
関
に
通
う
９
歳
４
ヶ
月
～
16
歳
６
か
月
の
男
児
５
名
読
み
書
き
障
が
い
（A
BD
Eは
読
み
書
き
に
加
え
読
解
も
困
難
な
言
語
学
習
障
が
い
タ
イ
プ
、
C
は
読
み
書
き
が
困
難
な
デ
ィ
ス
レ
キ
シ
ア
タ
イ
プ
；T
he
 s
im
pl
e 
vi
ew
 o
f r
ea
di
ng
に
基
づ
く）
W
IS
C
-Ⅲ
の
VI
Q
も
し
くは
PI
Q
が
85
以
上
ひ
ら
が
な
単
語
・読
み
書
き
指
導
期
間
（５
週
間
）の
間
に
原
則
と
し
て
週
４
回
（3
0
～
40
分
、
計
20
回
程
度
）。
対
象
児
AB
C
Dは
本
研
究
者
、
Dは
特
別
支
援
学
級
担
当
教
員
が
１
対
１
で
の
個
別
指
導
＜
①
トッ
プ
ダ
ウ
ン
式
指
導
法
＞
指
導
に
用
い
た
漢
字
熟
語
は
か
な
に
直
し
た
と
き
に
特
殊
音
節
を
含
む
も
の
で
、
対
象
児
に
と
っ
て
日
常
必
要
と
思
わ
れ
る
小
３
～
中
３
ま
で
の
国
語
、
理
科
、
社
会
の
教
科
書
か
ら
10
0語
選
択
。
１
日
５
単
語
ず
つ
用
い
、
テ
ー
マ
を
設
け
意
味
ご
と
の
リ
ス
ト作
成
（例
：「
買
い
物
」と
い
う
テ
ー
マ
で
百
貨
店
、
店
員
、
試
着
、
購
入
、
包
装
の
５
単
語
）。
＜
②
音
韻
指
導
＞
単
語
は
トッ
プ
ダ
ウ
ン
式
指
導
法
と
同
じ
。
単
語
の
音
を
入
れ
替
え
て
無
意
味
語
を
作
成
（例
；で
ん
き
ゅ
う
（電
球
）→
き
ゅ
ん
で
う
　
トッ
プ
ダ
ウ
ン
式
と
同
様
１
日
５
単
語
。
音
ご
と
の
リ
ス
ト作
成
（例
；「
き
ゅ
」を
含
む
単
語
→
「き
ゅ
ん
で
う
」「
き
ゅ
ん
う
け
」「
う
き
ゅ
ん
こ
」「
う
こ
き
ゅ
」「
い
う
け
き
ゅ
」）
漢
字
熟
語
の
読
み
・意
味
理
解
に
お
い
て
AB
C
Eが
1.
0以
上
の
伸
び
。
か
な
の
書
き
に
お
い
て
も
1.
0の
伸
び
。
音
韻
意
識
に
お
い
て
は
全
例
1.
0以
上
の
伸
び
を
示
し
た
が
、
そ
の
時
の
か
な
の
読
み
や
書
き
に
お
い
て
1.
0以
上
の
伸
び
を
示
し
た
の
は
Ｄ
の
み
。
①
と
②
の
指
導
順
序
に
よ
る
効
果
の
違
い
は
見
ら
れ
ず
。
音
韻
意
識
の
指
導
よ
り
トッ
プ
ダ
ウ
ン
式
指
導
で
効
果
あ
り
。
※
トッ
プ
ダ
ウ
ン
式
の
指
導
に
よ
り
、
漢
字
熟
語
の
読
み
や
意
味
理
解
を
伸
ば
す
と
、
そ
れ
に
伴
い
か
な
（特
殊
音
節
）の
書
き
が
向
上
す
る
者
が
多
い
※
読
み
で
は
効
果
見
ら
れ
ず
→
テ
ス
トの
精
度
の
問
題
あ
り
（天
井
効
果
お
よ
び
単
語
そ
の
も
の
が
発
音
し
に
くい
）
後
藤
他
（2
01
1）
小
３
～
小
５
の
LD
児
10
名
（男
児
９
：女
児
１
）
①
FI
Q
70
以
上
②
VI
Q
、
PI
Q
ま
た
は
群
指
数
の
い
ず
れ
か
が
85
以
上
③
該
当
学
年
よ
り
２
学
年
下
（２
、
３
年
生
に
対
し
て
は
１
学
年
下
）
の
国
語
C
RT
-Ⅱ
標
準
学
力
検
査
に
お
い
て
、
十
分
達
成
の
評
価
で
な
い
④
脳
損
傷
病
歴
な
し
⑤
ひ
ら
が
な
50
音
と
特
殊
音
節
（拗
音
・促
音
・長
音
）を
読
む
こ
と
が
可
能
文
章
・読
み
週
１
回
（４
ヶ
月
）
通
級
指
導
教
室
に
お
い
て
、
事
前
に
指
導
実
施
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
受
け
た
教
員
が
実
施
低
学
年
児
童
向
け
の
動
物
図
鑑
（小
宮
,2
00
5）
を
参
考
に
、
ア
ザ
ラ
シ
、
カ
ン
ガ
ル
ー
、
ラ
イ
オ
ン
の
３
つ
の
動
物
に
関
す
る
文
を
作
成
。
①
単
語
検
索
課
題
：ラ
ン
ダ
ム
に
配
列
さ
れ
た
文
字
列
の
中
か
ら
標
的
単
語
を
で
き
る
だ
け
速
く見
つ
け
出
す
課
題
②
プ
ラ
イ
ミ
ン
グ
読
み
課
題
：視
覚
性
語
彙
の
形
成
に
基
づ
く読
み
指
導
③
語
彙
ア
ク
セ
ス
の
自
動
化
に
関
す
る
指
導
課
題
③
な
ぞ
な
ぞ
作
成
課
題
：標
的
単
語
が
答
え
と
な
る
よ
う
な
な
ぞ
な
ぞ
の
問
題
を
の
作
成
と
時
間
内
で
の
発
表
単
語
と
単
語
関
係
性
が
明
確
な
説
明
文
に
お
い
て
、
視
覚
性
語
彙
に
よ
る
指
導
効
果
が
未
指
導
の
課
題
文
に
波
及
。
語
彙
レ
ベ
ル
で
の
読
み
処
理
の
促
進
が
、
文
レ
ベ
ル
で
の
読
み
処
理
に
影
響
を
与
え
た
可
能
性
を
示
唆
。
今
後
、
課
題
文
に
含
ま
れ
る
単
語
と
単
語
の
関
連
性
を
考
慮
す
る
必
要
あ
り
。
未
指
導
で
、
か
つ
は
じ
め
て
呈
示
さ
れ
た
文
に
関
し
て
、
読
み
指
導
の
効
果
が
波
及
す
る
の
か
に
つ
い
て
検
討
す
る
必
要
あ
り
。
平
木
（2
01
1）
小
３
女
児
（L
D、
デ
ィ
ス
レ
ク
シ
ア
で
あ
る
と
推
測
）
W
IS
C
‐Ⅲ
（F
IQ
10
8：
VI
Q
10
5、
PI
Q
11
0）
（＋
）１
年
生
レ
ベ
ル
の
漢
字
の
書
き
、
正
し
く読
め
る
と
読
解
可
能
、
視
写
、
注
意
集
中
；個
別
で
は
問
題
な
し
（－
）逐
次
読
み
、
読
み
間
違
い
、
読
み
飛
ば
し
、
特
殊
音
節
の
表
記
、
助
詞
、
忘
れ
物
、
な
くし
物
が
多
い
ひ
ら
が
な
（特
殊
音
節
）の
読
み
書
き
、
文
章
の
読
み
月
２
～
３
回
（6
0分
）×
10
回
５
ヶ
月
＜
M
IM
の
特
殊
音
節
指
導
法
お
よ
び
教
材
を
用
い
た
指
導
（海
津
・田
沼
・平
木
他
，
20
08
）＞
①
視
覚
化
（き
っ
ぷ
→
文
字
＋
●
●
●
（音
節
の
構
造
を
表
し
た
図
））
、
動
作
化
（特
殊
音
節
の
音
節
構
造
を
目
に
見
え
る
形
に
し
た
り
、
動
作
で
具
現
化
）を
通
し
て
音
節
構
造
の
理
解
を
促
し
、
ル
ー
ル
を
明
確
に
す
る
②
視
覚
性
語
彙
（「
り
ん
ご
」の
よ
う
に
一
目
で
認
識
で
き
る
語
）を
増
や
し
、
読
み
の
速
度
を
向
上
さ
せ
る
③
日
常
的
に
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
語
彙
を
増
や
す
書
き
間
違
い
が
な
くな
り
、
M
IM
-P
M
で
も
指
導
後
に
総
合
得
点
が
上
昇
。
文
章
音
読
の
時
間
は
２
/３
に
短
縮
。
逐
次
読
み
が
12
か
ら
４
へ
減
少
。
流
暢
性
は
高
ま
っ
た
が
、
読
み
の
正
確
さ
は
変
化
な
し
。
※
視
覚
性
語
彙
が
増
え
た
こ
と
で
処
理
が
早
くな
っ
た
。
指
で
な
ぞ
り
な
が
ら
読
む
と
い
う
ス
キ
ル
も
、
適
切
な
対
象
に
注
意
を
向
け
て
い
くこ
と
を
促
す
上
で
有
効
。
M
IM
の
教
材
は
、
特
殊
音
節
へ
の
理
解
を
促
し
、
読
み
の
流
暢
性
も
高
め
る
の
に
有
効
。
読
み
に
対
す
る
自
信
を
高
め
拒
否
感
を
軽
減
す
る
こ
と
で
、
有
能
感
や
達
成
感
を
高
め
た
。
ど
の
タ
イ
プ
の
デ
ィ
ス
レ
ク
シ
ア
に
対
応
で
き
る
か
、
そ
の
背
景
や
要
因
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
中
石
・五
十
嵐
（2
01
4）
小
３
女
児
（デ
ィ
ス
レ
ク
シ
ア
）
W
IS
C
-Ⅲ
（F
IQ
99
：V
IQ
10
4、
PI
Q
93
）
（＋
）日
常
生
活
の
具
体
的
な
場
面
で
の
理
解
、
社
会
性
、
作
業
手
順
の
記
憶
（－
）聴
覚
情
報
処
理
、
記
憶
、
幾
何
学
的
図
形
の
分
解
・合
成
※
1.
6、
３
歳
児
健
診
時
に
発
語
な
し
。
有
意
味
語
の
発
語
は
幼
稚
園
入
園
頃
（年
少
時
）。
就
学
前
に
文
字
に
全
く無
反
応
ひ
ら
が
な
単
語
・読
み
、
文
章
音
読
週
１
回
（5
0分
）
約
10
ヶ
月
（夏
休
み
除
く）
対
象
児
の
興
味
の
あ
る
活
動
の
提
供
を
重
視
し
、
興
味
関
心
の
高
い
調
理
を
選
択
。
単
語
を
ひ
と
ま
と
ま
り
と
し
て
認
識
す
る
力
（チ
ャ
ン
キ
ン
グ
）の
向
上
と
、
把
握
し
た
単
語
を
サ
イ
トワ
ー
ド
と
し
て
意
味
記
憶
へ
定
着
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
体
験
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
。
調
理
を
活
用
し
た
指
導
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
効
果
が
調
理
活
動
と
は
関
係
し
て
い
な
い
課
題
に
ま
で
般
化
。
学
校
で
の
国
語
学
習
も
向
上
し
て
き
た
こ
と
が
母
親
か
ら
報
告
。
読
む
こ
と
へ
の
拒
否
感
が
強
か
っ
た
が
、
積
極
的
に
文
字
に
触
れ
よ
う
と
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
※
サ
イ
トワ
ー
ド
の
語
彙
数
を
増
加
さ
せ
る
指
導
を
通
し
て
、
読
み
方
そ
の
も
の
に
関
す
る
方
略
を
習
得
し
た
こ
と
で
、
チ
ャ
ン
キ
ン
グ
と
音
読
ス
ピ
ー
ド
が
向
上
し
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
子
ど
も
が
夢
中
に
な
れ
る
題
材
を
活
用
し
て
文
字
に
親
し
む
経
験
を
与
え
る
こ
と
が
、
デ
ィ
ス
レ
ク
シ
ア
の
初
期
段
階
の
指
導
で
は
重
要
（動
機
づ
け
）。
今
後
は
文
章
読
解
に
焦
点
を
当
て
た
指
導
と
そ
の
評
価
法
が
課
題
長
田
・松
田
（2
01
4）
小
６
男
児
（発
達
性
読
み
書
き
障
害
疑
い
）
W
IS
C
-Ⅳ
（F
IQ
90
：言
語
理
解
97
、
知
覚
推
理
95
、
処
理
速
度
91
、
ワ
ー
キ
ン
グ
メ
モ
リ
ー
79
）
（＋
）視
覚
的
短
期
記
憶
（－
）音
読
、
ワ
ー
キ
ン
グ
メ
モ
リ
ー
文
章
・読
み
１
回
40
分
８
ヶ
月
指
導
期
Ⅰ
：D
AI
SY
を
使
っ
た
読
み
の
指
導
DA
IS
Yの
音
声
を
聞
い
た
後
に
音
読
す
る
。
指
導
前
に
漢
字
の
読
み
の
学
習
、
指
導
後
に
内
容
の
確
認
を
実
施
。
DA
IS
Yを
使
っ
た
読
み
の
練
習
を
１
日
10
分
（宿
題
）。
指
導
期
Ⅱ
：区
切
り
読
み
教
科
書
を
コ
ピ
ー
し
た
も
の
を
使
用
し
、
文
の
切
れ
目
に
斜
線
を
入
れ
な
が
ら
音
読
す
る
。
指
導
前
に
漢
字
の
読
み
の
学
習
、
指
導
後
に
内
容
の
確
認
を
実
施
。
DA
IS
Yを
使
っ
た
読
み
の
練
習
を
１
日
10
分
（宿
題
）。
定
型
発
達
児
の
平
均
ま
で
は
届
か
な
い
も
の
の
、
す
べ
て
の
検
査
に
つ
い
て
音
読
速
度
が
向
上
し
、
誤
読
数
も
大
幅
に
減
少
。
※
DA
IS
Yを
用
い
た
指
導
に
よ
り
、
視
覚
的
に
提
示
さ
れ
た
文
字
と
聴
覚
的
に
提
示
さ
れ
た
音
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
が
速
く
な
っ
た
（デ
ィ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
が
う
ま
くで
き
る
よ
う
に
な
っ
た
）と
推
測
。
意
欲
の
向
上
も
み
ら
れ
た
。
区
切
り
読
み
に
よ
る
指
導
は
、
文
の
区
切
り
を
視
覚
化
し
文
節
の
ま
と
ま
り
を
意
識
さ
せ
適
切
な
対
象
に
注
意
を
向
け
て
い
くこ
と
を
促
し
た
こ
と
で
、
流
暢
な
音
読
が
可
能
と
な
り
音
読
速
度
が
向
上
し
た
と
推
測
。
漢
字
の
読
み
を
学
習
を
し
た
後
に
読
む
練
習
を
行
っ
た
こ
と
は
、
読
み
の
指
導
に
お
い
て
有
効
。
DA
IS
Yや
区
切
り
読
み
指
導
は
ど
の
よ
う
な
タ
イ
プ
の
読
み
困
難
に
対
応
で
き
る
の
か
、
ど
の
よ
う
な
理
由
に
よ
っ
て
対
応
可
能
と
な
っ
た
の
か
を
明
ら
か
に
し
て
い
く。
様
々
な
特
性
を
も
つ
子
ど
も
に
対
応
で
き
る
よ
う
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
DA
IS
Y図
書
の
さ
ら
な
る
改
善
が
今
後
の
課
題
90
